
令和３年４月１日から令和３年９月30日まで

株主の皆様へ

第77期 
中間事業報告



顧客からの信頼を第一に考え、
高品質・高付加価値なものづくりに徹し、
社会の期待に応え、ともに発展する

未来を 育てる 人がいる
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経 営 理 念

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　このたびの新型コロナウイルス感染症によってお亡くなり
になった皆様には謹んでお悔やみ申し上げますとともに、 
罹患された皆様には、一日も早いご回復を心よりお祈り申し
上げます。
　ここに当社 第77期中間事業報告（令和３年４月１日から
令和３年９月30日まで）をお届けするとともに一言ご挨拶
申し上げます。

代表取締役会長兼社長

株主の皆様へ
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財務ハイライト （単位：百万円）

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、引き
続き、新型コロナウイルス感染症の影響下にあり、ワクチ
ン接種の遅れやデルタ株の拡大により、欧米経済と比較し
て経済活動の正常化に遅れが見られています。日銀短観に
よる景気業況では、輸出が堅調な製造業や鋼材価格の上昇
等、市況高騰の恩恵を受けた素材業種は改善が見られる一
方、緊急事態宣言の発令・延長による需要の減少を背景に、
対個人サービスや小売りは悪化、宿泊・飲料サービスは低
水準で横ばい、半導体不足の影響を受けた自動車も悪化方
向となっています。
　現在、足元の感染拡大は落ち着いていますが、経済活動
活性化とのバランスに注視していく必要があります。

　当社グループが主に事業を展開している建設業界におい
ても、前述の新型コロナウイルス感染症の影響の一つであ
る資材調達国でのロックダウンによる製造工場の操業の一
時停止や、世界的な半導体不足により、海外工事の進捗に
影響を与えています。施工環境では、引き続き新型コロナ
ウイルス感染症拡大防止対策と、労働災害及びその他の災

害事故の発生を防止に努める安全衛生管理の両立が求めら
れています。受注環境は、同業他社との競争は激化してい
ますが、当社の優位性をもって邁進する所存です。

　第77期につきましても、事業計画達成に向け、安定的
な受注及び利益の確保、コスト競争力の強化、さらに人材
の計画的な育成に取り組んでまいります。また、株主の皆
様のご期待に応えるべく、健全な財務体質を堅持し、安定
的な配当の実施を継続すること、さらに、事業活動を通じ
て社会の持続的な発展に貢献することが、当社に課された
最重要使命であると深く認識し経営努力を続けてまいる所
存です。

　最後になりましたが、配当金につきましては期末時に期
末配当金として、普通株式１株につき、普通配当金90円
を実施させて頂く予定であります。
　今後とも株主の皆様におかれましては、一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げる次第でございます。

第75期 第76期 第77期

61,951

75,265 68,000
（予想）

27,152
33,818

25,901

第75期 第76期 第77期

3,043
2,770

1,800
（予想）

1,090 959

231

第75期 第76期 第77期

3,207
2,952

1,900
（予想）

1,166 1,050

453

第75期 第76期 第77期

2,152

1,804
1,400
（予想）

747 626

160

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期純利益

■■通期　■■上半期
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売上高

259億 1百万円
（前年同四半期比 23.4％減）

営業利益

2億 31百万円
（前年同四半期比 75.9％減）

経常利益

4億 53百万円
（前年同四半期比 56.8％減）

親会社株主に帰属する
四半期純利益

1億 60百万円
（前年同四半期比 74.4％減）

当第２四半期 
連 結 業 績

当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売
上高259億１百万円（前年同四半期比23.4％減）、営業利
益２億31百万円（前年同四半期比75.9％減）、経常利益４
億53百万円（前年同四半期比56.8％減）、親会社株主に帰
属する四半期純利益１億60百万円（前年同四半期比
74.4％減）となりました。

当社グループが主に事業を展開している建設事業におけ
る当上半期の受注高につきましては、建築工事の「（仮称）
西新宿７丁目オフィス計画　新築工事」、「株式会社スドー
ジャム安曇野工場新築工事」、「FICT㈱黒姫事業所基板加工
事業部スペース拡大計画」、土木工事の「（仮称）加須プロ
ジェクト　造成工事」等の受注があり、総額では193億円

（前年同四半期比19.2％減）となりました。受注工事の工
事別内訳としては、建築工事が約78％、土木工事が約
22％となりました。

当社単体の完成工事高におきましては、建築工事の「軽

井沢プリンスホテルウエスト新築工事」、「南石堂Ａ－１地
区優良建築物等整備事業に伴う既存建物除却及び新築工
事」、「都立竹台高等学校（30）改築工事」、土木工事の

「関越自動車道　駒寄スマートIC工事」等の完成により、
総額では247億37百万円（前年同四半期比24％減）とな
りました。当社単体の兼業事業売上高につきましては、５
億９百万円（前年同四半期比35.5％増）となり、最終的な
当社単体の総売上高は252億47百万円（前年同四半期比
23.3％減）となりました。完成工事の工事別内訳としては、
建築工事が約84％、土木工事が約16％であり、発注者別
内訳では、官公庁工事が約24％、民間工事が約76％とな
りました。

次期への繰越工事高としましては、建築工事が320億56
百万円（前年同四半期比26.4％減）、土木工事が104億69
百万円（前年同四半期比14.2％減）となり、全体では425
億25百万円（前年同四半期比23.7％減）となりました。

営業の概況
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受注工事高・完成工事高の推移 （単位：億円）

第73期

677

791

第74期

715733

第75期

614
574

第76期

566

726

第77期
（上半期）

193
247

■■ 受注工事高　■■ 完成工事高

当上半期の受注工事高及び完成工事高の状況 （単位：百万円）

工事別 前期
繰越工事高

当上半期
受注工事高 計 当上半期

完成工事高
下半期

繰越工事高

建　築

土　木

37,764

10,198

15,090

4,209

52,854

14,408

20,798

3,939

32,056

10,469

計 47,962 19,300 67,263 24,737 42,525
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主な完成工事

軽井沢プリンスホテルウエスト
新設工事

都立竹台高等学校（30）
改築工事 （仮称）一之江８丁目駅前計画

（仮称）DPL富山射水　
新築工事

用 途 ホテル
発 注 者 株式会社　プリンスホテル
設計監理 株式会社　観光企画設計社
施 工 地 長野県北佐久郡軽井沢町
工 期 令和元年９月～令和３年４月

用 途 教育施設
発 注 者 東京都
設計監理 株式会社　石本建築事務所
施 工 地 東京都荒川区
工 期 平成31年３月～令和３年６月

用 途 倉庫・流通施設
発 注 者 大和ハウス工業　株式会社　富山支店
設計監理 北野建設株式会社　一級建築士事務所
施 工 地 富山県射水市
工 期 令和２年６月～令和３年５月

用 途 複合施設（店舗・共同住宅）
発 注 者 個人
設計監理 株式会社　アル．パートナーズ建築設計
施 工 地 東京都江戸川区
工 期 令和元年６月～令和３年８月
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7 8

6川上村大深山トンネル

株式会社ツルヤ広丘店
テナント棟建設工事

神光山　長照寺　
本堂建設工事

扇町小学校増築その他工事

用 途 道路工事
発 注 者 川上村
設計監理 － 
施 工 地 長野県南佐久郡川上村
工 期 令和元年11月～令和３年７月

用 途 宗教施設
発 注 者 宗教法人長照寺、長照寺本堂建設委員会
設計監理 株式会社中村建築研究所
施 工 地 長野県松本市
工 期 平成31年３月～令和３年４月

用 途 物販店舗
発 注 者 株式会社ツルヤ
設計監理 北野建設株式会社　一級建築士事務所
施 工 地 長野県塩尻市
工 期 令和２年９月～令和３年４月

用 途 教育施設
発 注 者 大阪市

設計監理 設計：株式会社　徳岡設計
監理：株式会社　建築環境計画

施 工 地 大阪府大阪市北区
工 期 平成30年12月～令和３年８月
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連結計算書類

科 目 前 期
（令和３年３月31日現在）

当第２四半期
（令和３年９月30日現在）

［ 資産の部 ］
流動資産 38,834 27,143
　現金及び預金 12,998 12,762

　受取手形・完成工事未収入金等 18,975 9,147

　有価証券 16 20

　販売用不動産 3,242 3,242

　未成工事支出金 1,307 678

　開発事業等支出金 78 －

　その他のたな卸資産 53 55

　その他 2,192 1,252

　貸倒引当金 △ 29 △ 14

固定資産 30,814 29,930

 有形固定資産 20,998 20,829

　建物及び構築物 16,196 15,609

　土地 10,073 10,073

　その他 6,498 6,606

　減価償却累計額 △ 11,770 △ 11,459

 無形固定資産 201 190

 投資その他の資産 9,613 8,910

　投資有価証券 6,729 6,140

　長期貸付金 75 70

　退職給付に係る資産 923 938

　繰延税金資産 30 13

　その他 1,888 1,779

　貸倒引当金 △ 33 △ 30
資産合計 69,649 57,073

科 目 前 期
（令和３年３月31日現在）

当第２四半期
（令和３年９月30日現在）

［ 負債の部 ］
流動負債 30,045 17,842
　支払手形・工事未払金等 11,094 5,249
　電子記録債務 6,773 3,437
　短期借入金 4,000 4,000
　未払法人税等 1,046 107
　未成工事受入金 4,741 3,613
　賞与引当金 324 240
　その他の引当金 79 79
　その他 1,985 1,115
固定負債 3,200 3,304
　退職給付に係る負債 60 62
　会員預託金 1,836 1,788
　繰延税金負債 1,000 1,164
　その他 303 289
負債合計 33,246 21,146

［ 純資産の部 ］   
株主資本 33,751 33,224
　資本金 9,116 9,116
　資本剰余金 3,188 3,188
　利益剰余金 23,384 22,864
　自己株式 △ 1,938 △ 1,945
その他の包括利益累計額 2,153 2,196
　その他有価証券評価差額金 1,985 1,889
　繰延ヘッジ損益 16 21
　為替換算調整勘定 26 166
　退職給付に係る調整累計額 124 119
非支配株主持分 498 506
純資産合計 36,403 35,926
負債純資産合計 69,649 57,073

中間連結貸借対照表 （単位：百万円）
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科 目
前第２四半期

（ 自 令和２年４月１日 ）至 令和２年９月30日

当第２四半期
（ 自 令和３年４月１日 ）至 令和３年９月30日

売上高

売上原価

　売上総利益

販売費及び一般管理費

　営業利益

営業外収益

営業外費用

　経常利益

特別利益

特別損失

 税金等調整前四半期純利益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額

 法人税等合計

 四半期純利益

 非支配株主に帰属する四半期純利益

 親会社株主に帰属する四半期純利益

33,818

30,729

3,089

2,130

959

147

56

1,050

－

0

1,050

309

111

421

629

2

626

25,901

23,561

2,340

2,108

231

258

36

453 

123

183

394

55

168

224

169

9

160

科 目
前第２四半期

（ 自 令和２年４月１日 ）至 令和２年９月30日

当第２四半期
（ 自 令和３年４月１日 ）至 令和３年９月30日

四半期純利益

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金

繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘定

退職給付に係る調整額

四半期包括利益

629

300

323

18

△ 51

10

930

169

43

△ 96

4

141

△ 4

213

（内訳）親会社株主に係る四半期包括利益

非支配株主に係る四半期包括利益

928

2

203

9

中間連結損益計算書 （単位：百万円） 中間連結包括利益計算書 （単位：百万円）

科 目
前第２四半期

（ 自 令和２年４月１日 ）至 令和２年９月30日

当第２四半期
（ 自 令和３年４月１日 ）至 令和３年９月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加・減少（△）額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

1,047

△ 1,181

△ 644

△ 41

△ 820

8,834

8,013

△ 100

85

△ 699

148

△ 565

12,436

11,871

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）
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会社概要（令和３年９月30日時点）

社 名 北野建設株式会社
代 表 者 代表取締役会長兼社長　北野貴裕
設 立 昭和21（1946）年８月
資 本 金 91億1,649万円
従業員数 単体530名、連結928名
株 式 東京証券取引所市場第一部

役員

ネットワーク

代表取締役会長兼社長
執行役員社長 北野　貴裕
取締役専務執行役員 山﨑　義勝
取締役常務執行役員 小澤　善太郎
社外取締役 宇田　好文
社外取締役 矢崎　ふみ子
常任（常勤） 監査役 滝沢　登

社外監査役 尾和　慶襯
社外監査役 酒井　信喜
社外監査役 西田　孝
執行役員 守安　修一
執行役員 久保　聡
執行役員 南澤　光弥
執行役員 山仲　健司

執行役員 北村　真一
執行役員 小林　政勝
執行役員 塚田　美一
執行役員 岩波　智成
執行役員 丸山　譲
執行役員 椙村　定夫

海外

本社
松本支店
上田営業所
軽井沢営業所
佐久営業所
白馬営業所
上越営業所
飯田営業所
諏訪営業所
安曇野営業所

本社
長野本社
長野県長野市県町524　☎026(233)5111
東京本社
東京都中央区銀座１丁目９番２号　☎03(3562)2331

支社
大阪支店
松本支店

営業所（長野県内は右のとおり）
富山営業所
横浜営業所
埼玉営業所
千葉営業所
新潟営業所

事業所
ソロモン事務所 オーストラリア

ソロモン事務所

長野県

主な事業内容
（１）  国内外の建設工事の企画・設計・ 施工管理・ 

コンサルティング
（２） 地域開発、都市開発、リゾート開発事業
（３） 再生可能エネルギー事業
（４） ホテル、劇場、スポーツ施設などの経営
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株主メモ

北野建設CMギャラリーのご紹介

（ご注意）
１． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取・買増請求その他各種

お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座 
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人

（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。
２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、

三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記
特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せくだ
さい。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたし
ます。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で 
お支払いいたします。

４． 公告の方法は、定款では左記のとおり定めておりますが、会社
法の定めにより、金融庁が運営する電子開示システムにおける 
開示をもって決算公告にかえています。
URL：https://disclosure.edinet-fsa.go.jp/

長野県内で放送されている
CMギャラリーを、
当社HPにて公開しております。

事業年度 ４月１日～翌年３月31日

期末配当金受領株主確定日 ３月31日

定時株主総会 毎年６月

株主名簿管理人
及び特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒183-0044 東京都府中市日鋼町１－１
℡ 0120-232-711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081
　　　　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社
　　　　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所

公告の方法 日本経済新聞の公告により行う

http://www.kitano.co.jp/corporate/cm.php
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した
｢ベジタブルインキ｣ を
使用しています。


